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使用上の注意

1 .安 全上の注意

■ 記 号表示について

この取扱説明書では、安全にお使いいただくために大切な情報を次の記号表示で表してい

ます。
この表示されているところの記載事項については必ずお守りください。

また、内容をよく理解してから本文をお読みください。

注意
取扱いを誤つた場合に、人が怪我をしたり物的損害を受ける恐れ
のある内容を示しています。

■ 絵

△ 注意

印字後は、プリンタメカモータには直接手を触れないでください。

高温のため火傷をする危険があります。

プリンタを使用する際には、必ずロックレバーをロックして使用してくだ

さい。プリンタを下に向けた時にロックしていないと、内部が飛び出して

くるので怪我などをする危険があります。

2.ご 使用に際 して

。ご自分で分解したり、修理することは絶対におやめ下さい。
・落としたり、ぶつけたりしないで下さい。
・プリンタは水などで濡らさないてください。
・ロール紙は指定の感熱紙をご使用下さい。
中紙詰まり等の トラブル時は電源を切つてから処理を行つて下さい。
・紙無し等でプリンタがデータを受け取らなくなる場合があります、エラー信号などの監視を行い

システムが停止しないよう充分注意して下さい。
コプリンタに不測の事態が発生しても、システムがハングアップしないようにエラー処理を充分に

考慮いただきシステム全体の不良と成らないように対策して下さい。
・電源は必ずプリンタ機種に適合した電源を使用して下さい。
・万―プリンタに異常があるとき (変な音やにおいがする、煙がでるとき)は 直ちに電源を切り、

異常が継続 していないことを確認して購入先、または当社へご相談下さい。

す

。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

士

い

す

　

　

ｏ
　

　

い

ま

　

　

す

　

　

て

い
　

　

ま

　

　

し

て
　
　
　
い
　
　
　
表

し

　

　

て
　

　

を

表

　

　

し

　

　

と

を

　

　

表

　

　

こ

と

　

　

を

　

　

る

こ
　

　

と

　

　

あ

る

　

　

こ
　

　

で

あ

　

　

い
　

　

止

が

　

　

な

　

　

禁

要

　

　

うヽ
　

　

い

必

　

　

な

　

　

な

る

　

　

ば

　

　

け

け

　

　

れ

　

　

い

つ
　

　

け

　

　

は

を

　

　

な

　

　

て

気

　

　

し

　

　

じ

ま

　

　

ま

　

　

ま

号
　
　
口有
　
　
号

味

　

記
　
　
記

　
　
記

意

拘
△
Ｏ
⑤

- 1 -



3 .感 熱紙 のお取扱 について

感熱紙は表面が化学薬品で特殊処理されており隷化学反応で発色するようになつている特殊紙です。
以下の点に十分ご注意ください。

1)乾爆した冷晴所に保存して下さい。

2)固いもので強くこすると発色する場合があります。

3)有機溶剤に接触させると発色する場合があります。
4)塩ビフイルムに長時間接触させると退色します。

5)複写直後のジアゾ及び湿式コピーと重ねると変色します。
6)糊付けする場合は水性の糊 (滅粉系の湘、合成潮等)を ご使用ください。
7)粘着テープは感熱紙を変色させる事が有ります。裏面を両面テープ等で止めるようにしてください。
8)汗ばんだ手で触れますと指紋が付いたり記録が|まける事があります。
9)お客様に手渡す領収書などに使用する場合は、感熱紙であることを明記し、保存法などの注意事項

を印刷、または印字してください。

4.設 置

次のような場所での使用または保管は避けて下さい。

1)強い振動のある場所 2)ホコリ、粉度の多い場所 3)電磁ノイズ、腐食性ガスの

発生する場所

々 タ

4)温度力tO℃ 以下の場所 5)温度が 40℃ 以上の場所 6)直射日光が当たる場所

【謁 や
　
　
　
、
Ｖ

7)相対湿度が80%以 上

の場所

3)急激な温度変化があり結露  9)不 安定な場所

が考えられる場所

rr
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各部の名称

ブリンタメカモータ
ロールな シャフ ト

7 ~ イフブスィッチ

/ 保車紙A

保 と 帳 B

フロン ト′ミネル

カッ, 一

///ロ
ックレ′く―

｀
転 送 り出 しロ

プリンタフレーム

印字i度 ヨ整 VR

本 体 フ レー ム

1/0コ ネク,一

リヤパネル

固 定 金 具 取 付 用 ビス 六

特 徴

μTP-80FKは 、コンピュータやその他のホス トシステムから (8ビ ットパラレル簡易セン

トロニクス方式により)入 力されたデータを、感熱シリアル ドット方式により印字するパネルマウ

ントタイプの小型プリンターユニットです。

下記の様な特徴を持つています。

シンプルであらゆる機器にマッチします。

各部に工夫が凝らされており、取扱い (特に用紙のセット)が 簡単です。

パネルマウントタイプ (組込型)な ので、システム機器やさまざまな機器に組

み込んで使用できます。

感熱印字方式により動作時の音がほとんどなく、周囲への影響を考える必要が

ありません。

文字は、16X16ド ットの鮮明印字です。

漢字 (JIS第一、第二水準)が Ep字できます。

文字の結小 ・拡大および、倒立 ・横転印字ができます。

ビットイメージによるグラフィック印字ができます。

オン・オフライン切替えスイッチ付きです。紙切れセンサー付きです。

自動給紙機能により用紙のセットが簡単です。5V単 一電源で動作します。

, 3 -



使用方法

1.準 備

1-1.開 相

相包を解きましたら、本体と付属品が全て揃つていることを確認してください。

本体 (μTP-80FK)

感熱紙 (P-80-25)
ユーザーズマニュアル

本体固定金具

金具取付ネジ (Pタイト・ナヘ
・
や。4X10)

1 台

1 巻

1 枚

1 個

2 個

★感熱紙 (ロール紙)は 当社にて、取り扱つておりますのでお申し付けください。

1-2.フ ロントパネルの各部の説明

F E E D ス ィ ッテ

S E L ス イ ッチ

S E L  L E D

P E  L E D

ロック レパ ー

カ ッター

紙送 り出 しロ

1)PE  LED

2)SEL LED

3)SEL スイリ干

4)FEED スイッチ

5)ロックレバー

6 ) カッター

7 )紙送り出し回

紙無し状態で点灯します。

ON―LINE状態で点灯します。

※点灯中はデータの受け付けが可能です。

ON―LINE/OFF―LiNEの切り替えを行います。

※印字を一時中断したい時はこのスイッチを押してOFF―LiNE状態 (SEL LED

が消灯)に します。再びこのスイッチを押すとON―LINE状態 (SEL LEDが点

灯)に なり印字が再開されます。

※FEEDスイッチの機能は、OFF―LINEの時有効となります。

OFF―LINE状態で、このスイッチを押すと押されている間、連続して紙送りを

行います。

※このスイッチを押したまま、電源を投入すると、テス ト印字を行います。

フロントパネルのプッシュオープン機構をL00Kします。

※パネルを閉じた状態でレバーをL003K側にスライドさせますと機構がL00Kさ

れパネルを押してもパネルは前へ出て来ません。

紙の切り取りに使用します。

※紙を上側に幾分持ち上げる様にしてひつばりますと切断出来ます。

印字後の紙が送り出されます。

-4-



1-3.外 形寸法

一士

い
Ｆ
肝
卜
卜
一

(引 き

|

穴ネル厚 1～3m m

取付■寸法田
―

―

―

ヨ

1470':。
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2 .操 作の しかた

2-1.ケ ーブルの接続

お使いのホスト側に合つたケーブルをご使用ください。

ケーブルの種類については、38頁 の 「オプション」をご覧ください。

プリンタにケーブルをつなぎます。

このとき、電源は切つておいてください。

2-2.ロ ール紙のセッ ト

①パネル右下にあるロックレバーを
ロックを解除します。

「FREE」 側ヘスライドさせてプッシュオープン機器の

②パネルの中央を指で押すとパネルがlcm程 飛び出します。

③飛び出したパネルをストッパーがかかるまでケースより指で手前に引き出します。

FREE/LOCK

① ロック解除

② 指 で押 して離す

- 6 -



④パネルの下側を手前に引き上げてクリックをはずし、さらに約90℃ 上へ持ち上げると再度

クリックが効いてその位置に固定されます。

④この位置にパネルが

固定される

⑤ロール紙シャフトにロール紙を取り付けます。ロール紙の先端は、図1のように水平にカット

しておきます。

※ロール紙に期が付いている部分は印字ができませんので、糊の付いている部分をカットして

お使いください。

【注意】 紙 の向きに注意して取り付けてください。

⑥電源を入れ、PE LEDが 赤く点灯した事を確認してから、日―ル紙を紙挿入口より挿入

します。 (紙挿入口に対して水平になるようまつすぐに入れてください。)
PE LEDが 消灯し、自動的にロール紙が送られ、また自動的にス トップします。

ロール紙の先端がカッターの紙送り出し回より出ていない場合は、FEEDス イッチを押し

てロール紙を紙送 り出し口より出します。

③回―ル紙を取り付ける

縦送り出し回

- 7 -



FREE/LOC【

②ロール紙がセットできましたらパネルを下に下げ (この時クリックが効いていることを確認
してください。)パ ネルをケースの内部へ押し込み元の位置に固定します。 (この時、枠の
面とパネルの面とは平らになります。)

③ロックレバーを 「LOCK」 側ヘスライドさせて、プッシュォープン機構をロックさせます。

2-3.紙 詰まりの処理方法

注意 (安全のためお守りください)

印字後は、プリンタメカモータには直接手を触れないてください。

高温のため火傷をする危険があります。

①紙詰まりが発生しましたら、

②パネルをケースより引き出し
の手前で切り雄します。

すみやかに電源を切つてください。

(6頁 r2-2.ロ ール紙のセットJ参 照)ロ ール紙を紙挿入回

切 り離 す

用紙挿 入 口

- 8 ロ



引 つ張 る

プリンタフレーム

取付 フック

③フロントパネルを取り外します。プリンタフレームの左右の取付フックを内側に押し くフック

を外した状態)パネルを引つ張つて取り外します。

④詰まつた紙の除去を行います。

ゴム ロー ラ
押 さえ板

( 押さえ板 の下、

左右 2 値 )
(SuS) プ ラテ ン

1)排紙回、若しくは紙挿入回側からゆつくりと丁事に紙を引き出して下さい。

2)途中で紙が破れたりして紙片が内部にあつて指で引き出せない場合には砲飩負傷覚覚食覚携

中 しながらピンセット等を用いて取り除きます。

【注意】プリンタヘッド、プラテンおよび、内部のゴムローラ、押さえ板等に傷を付けたり変
形させたりしますと興患盟済範遠慮数妊五民等の故障の原因となります。

3)どうしても取り除けない場合には逮理食立支に購入先 (若しくは当社)へ修理を御依頼下さ
い 。

③ロール紙をセットし直します。 (6頁 「2-2.ロ ール紙のセット」参照)

プ リンタヘ ッ ド プ リンタメカモータ

- 9 -



2-4.テ スト印字

FEEDス イッチを押したままの状態

またはフィー ド入力をLowに した状態

で電源を投入すると、テスト印字がスタ
ー トします。

テスト印字では、持つている全てのキ

ャラクタを普通文字で1回印字し、その

後千鳥パターンを5行 印字して ON LlNE

状態となります。またテスト印字中に紙

が無くなつた場合は、1ラインの印字終

了後プリンタをPE(紙 無し)状 態にし

ます。

途中でテスト印字を中止させたい場合

はSELス イッチを押して下さい。直ち

に印字を中止し ON LINE状態になります。

※印字サンプルは、20桁 印字時の物で

す。

※1行 目に印字される、ソフトパージョ

ンおよび、日付は予告なく変更するこ

とがあります。

:HEI D口Pi
20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 2A 2B 2C 2D 2E
2F 30 31 32 33 34 35 36 37 38 33 3A 38 3C 3D
3[ 3F 40 41 42 43 44 45 46 47 48 43 4A 4B 4C
4D 4E 4F 50 51 52 53 54 55 58 57 58 59 5A 5B
5C 5D 5E 5F 80 61 62 63 84 85 68 87 88 89 8A
6B 6C 6D 6E 6F 70 71 72 73 74 75 78 77 78 79
7A 7B 7C 7D 7E 7F 80 31 92 83 34 85 88 87 88

99 8A 8B 8C 8D 8E 8F 30 31 32 99 94 95 38 97
38 99 9A 33 9C 9D 3E 3F AO AI A2 A3 A4 A5 AS
A7 A8 A3 A」ヽ AB AC AD AE A『 BO B! B2 B3 B4 35
B6 B7 B8 B9 BA BB BC BD BE BF CO Ci C2 Ce C4
C5 C6 C7 C8 C3 CA CB CC CD CE CF DO DI D2 D3
D4 D5 D6 D7 D8 D9 DA DB DC DD DE DF EO El E2
E3 E4 E5 E8 E7 E8 E9 EA EB EC ED EE EF FB Fi
F2 F3 F4 F5 F6 F7 F8 F9 FA FB FC FD FE FF OD
OA OD OA OD OA OD OA OD OA

μTP-80F【  〔 V3 01 1  1996/11/25
SANEl ELECTRIC INC

xDIP SWITCH
Nol     と

｀
ンカク

No2     セイリツ
N03     20 ケタ
No4-6   」己P a ll
N07.3   8=~1
N o 9   A こt c  L F  o f f
No10    -…………

濠字が使用できますっ

!"#S%&'()X十 ,一  /日 123
456789:!<=>?OABCDEFG
HI」 KLMNOPQRSTUVTXYZ[
▼]⌒ _'ュ bcdeftthijklmno
pqrFtuTwxyz tli～  ____
■口■口 11日 口|■ 田十上T引 卜

~_| |

「¬ L」 !′、 り  o「 」、 .コ ァィゥェォ
ヤユヨッ~ア イウエオカイタケコ甘シス七ソ
タ手 ン`テ ト十二ヌネノハ ヒブヽホマ ミ上メモ
ヤユ ヨラ リル レロワン

ト°=ト キ→】よヽア
●守◆Ⅲ●0/＼ 、X円 年月日B寺や紗〒市区町
村 人醸  キ E μ Ωtt」 ＼ S tt bむH biiβ
£と。

9● 工ё
…

PI雨 あヽ6iOと 島ユ

轟議轟韻ブ轟議麓議鎗轟顕轟顛轟轟寵麟轟綴
醸轟醸轟轟襲議醸轟簸轟糠議轟餡寵譲轟譲醸
畿韻譲鍛轟轟轟題轟譲轟麟題議議韻轟薮韻轟
繍寵轟畿轟鮫譲欝議顛欝醸譲轟轟議轟鹸額韻
醸轟議議轟欝轟隷轟毅轟題畿簸欝欝議議轟議
鶴畿総議轟議畿畿騒額轟題隷轟轟轟譲議轟ぢ

AB<田  ABく は AB抑

! ⅢキS , 4 j [ ず | , X 十 , 一  / 日 l E コ
4 写 E T 雷 = t  i < = > ? O A B C D E F G
H I ゴ 頁L H ] 「ヽ8 P Q R S T U V W I 丁 亘 [
百] ~ _` ' ュ b E d e f t t h i ど L l m n o
P q r S t u丁 l F三 す Z I I十 _ _ _口 _珂

田口 11日 口1雷ヨ■上Tギ |~_| |「 ■
L」 r、 【す 。 「」、 ョ ァィ,ェ 十ヤユ
ョンーアイウエオカキタナコ甘ンス七ソダ手
ツテ トナエFネ ノ/1とフト、十マミ上メモヤユ
ヨラ コAじ ロワン

｀°=ト キ|】 とヽ/● 中
◆Ⅲ●8メ/｀

卜ヽく:弓二月冨時■秒〒市区町ヽ 1
麟

↑左の HEX DUMPの 印字内容

2-5.HEXダ ンプ印字

入力したデータを16進 数で印字します。

データが正しく入力されているかどうかをチェックする時に利用できます。
HEXダ ンプ印字は次の様に行います。

1)電源をOFFに します。

2)SEL・ FEEDス イッチを両方押した状態で電源を投入して下さい。

EHEX DUMP]と 印字され、HEXダ ンプモードになります。

3)入力されたデータが、 1行 分以上になると次の様に印字されます。

データが1行未満の場合は、FEEDス イッチを押して下さい印字します。

4)HEXダ ンプモードを終了する時は電源をOFFに して下さい。
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2-6.デ ィップスイッチの設定

本体フレームの上面のディップスイッチにより、下表の様に機能が初期設定されます。

※ディップスイッチを変更した時は、必ずパワーオンリセットもしくは、リセットして下さい。

表1.デ ィップスイッチの設定

機能  ＼  スイリFNO. 1 2 3 4 5 6 7 8 9 1 0

縮小文字指定 O N

未

使

用

普通文字指定
ｒ
ｒ

ｒ
ｒ

ｎ
Ｖ

倒立印字指定 O N

正立印字指定
Ｅ
Ｆ

Ｅ
ｒ

〔
Ｖ

22桁 印字指定 ON

20桁 印字指定 OFF

国際キヤラクタ指定 表 2.参 照

フ
・
リカメカαの補正 表 3.参 照

オートラインフィ。ド指定 ON

表2.国 際キャラクタの設定

機 能 4 5 6

日 本
ｒ
ｒ

ｒ
ｒ

Ａ
Ｖ

ｒ
ｒ

ｒ
Ｆ

ハ
） OFF

アメリカ ｒ
ｒ

ｒ
ｒ

Ａ
Ｖ

ｇ
ｒ

Ａ
） ON

ド イ  ッ ｒ
ｒ

ｒ
ｒ

（
Ｖ O N OFF

イギリス Ｅ
ｒ

ｒ
Ｆ

ハ
Ｖ O N O N

フランス O N
ど
ｒ

ｇ
ｒ

ｎ
υ OFF

スペイン O N
ｒ
ｒ

ｇ
ｒ

〔
υ O N

イタリア O N O N OFF

スウェーデン 田
田

ハ
Ｖ ON ON

表3.α の補正

標準αへの加算 7 8

0
ｒ
ｒ

Ｅ
Ｆ

（
Ｖ

ｒ
ｒ

（
）

- 1 OFF ON

+ 1 O N
ｒ
ｒ

ｒ
ｒ

〔
υ

+2 O N O N

※ヘッ ド送 リネジのスラス ト方向のガタ吸収ステップ
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3 .プ リンタの動作

3-1.基 本動作

3-1-1.印字基本動作

1)電源投入または、リセット時イニシャライズを行います。
イニシヤライズでは、ディップスィッチの内容を読み取り設定されたモー ドを判別し、それ
に従つて各種パラメーターの初期化と設定、データバッファのクリアをします。

2)その後ホームボジションの検出および
3ド ットラインの紙送りを行います。

3)フィー ド入力 (FEED)力 で、 “ON"

だつたかどうか判別し
“
ON"だ った

場合には、テス ト印字を行います。

テス ト印字終了後は 1)の イニシャラ
イズに戻ります。

4)オンラインかどうか確認します。

オフラインの場合、フィー ド入力の検
出を行いフィー ド処理をします。

5)ォンライン状態の場合、データ割り込
みがあると入カデータ処理に移ります。
入カデータ処理が終了すると印字条件
が揃っているかどうかを判断し、印字

条件が揃っている場合は、データ入力

を禁止し印字動作を行います。

印字終了後は 4)に 戻ります。

3-1-2.インターバルホームリターン

プリンタは、印字領域においてヘッドは常にダウンしています。本機能は、長時間ヘッドが印字
領域に放置されるのを防ぐために用意されたもので、0。5s以 上データ入力がない場合、ヘッド
をホームポジションに戻します。

パワーオン

イニシヤライズ

イニシヤライズ

フィー ド入カ

オンライン

オフライン処理

入カデータ処理

データ入力兼止
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3-2.ペ ーパーェンプティ (PE)検 出機能

ホ トインタラプタを用いて、印字用紙の有無を検出しています。

印字用紙は指定の用紙を使用してください。

3-3.印 字濃度の調整

本体フレームの上面のポリューム (印字濃度調節VR)に て印字濃度の調節が出来ます。
・時計方向 :淡 くなる
・反時計方向 :濃 くなる

注 1:あ まり濃くしますとヘッドの寿命が著しく短くなります。

注2:印 字濃度を濃くしますと印字スピー ドが遅くなります。

3-4.エ ラー処理

以下の場合CPUは プリンタを正常に制御できないと判断しエラーモー ドに入ります。
・プリンタのイニシャライズ時及びインターバルホームリターン時、規定数ヘッド送リモ
ータを戻してもホームポジションスイッチのオフが検出されなかつた場合。

エラーモー ドに入ると、プリンタの出力をオフにしデータを受け付けません。
・E R R O R   :    L o w
・B U S Y    :    H i g h
・A C K     :    H i g h

エラーの解除は、電源を一度オフにしてエラー要因を取り除き、再度電源を投入してください。

※エラーモー ドに入るとPE LEDとSEL LEDとが交互に点減します。

4.印 字 モー ド

キヤラクターモー ドとビットイメージモー ドとがあります。

両者を同一行内で混在させることもできます。

この場合、モー ドが変わる時にヘッドが1度ホームヘ戻りますので、御留意ください。

4-1.キ ャラクタモー ド

文字コー ド表の全キャラクタ及び国際キャラクタ ・特殊文字を種々のモー ドで印字します。
日縮小文字
・普通文字
・倍幅拡大文字
・縦書き文字
・倒立文字

4-2. ビ ットイメージモー ド (グラフィックモー ド)

プリンタヘッドの第 lDot～ 第 16Dotに 2バ イ ト単位のビットイメージデータを出力し、
印字 します。

単密度/倍 密度の両ビットイメージモー ドがあり、単密度ビットイメージは普通文字印字モー

ドと同等であり、倍密度ビットイメージは縮小文字印字モー ドと同等の印字となります。

※正立/倒 立印字の設定が倒立印字に設定されている場合は、ビットイメージモー ド (グラフ

ィックモー ド)の 印字はできません。
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5 , ソ フ トコマン ド

5-1.コ マンドー覧表

GX〉Hは 16進 数、CX〉Dは 10進 数で表しています。

注1.n,nl・n2は数字コー ドで指定されます。

注2,十印のコー ドは農字指定の時は無効となります。

注3.ビットイメージモー ドにおいては、改行幅は16ドットに固定されます。

機能コー ド 名 称 16進コー ド 10進コー ド 参照ページ

ESCtt U″十n 印字方向指定 くlB〉く55〉 〈27〉く85〉 1 5

ESCキ
″
1″キn 倒立印字の設定/解 除 くlB〉く49〉 く27〉〈73〉 1 6

ESC十
″
c″tn       * 特殊キャラクタ選択 くlB〉く63〉 く27〉く99〉 1 7

ESC十
″
R″やn        * 国際キャラクタ選択 くlB〉く52〉 く27〉く82〉 1 8

S0 自動解除付き倍幅拡大指定 くOE〉 く14〉 1 9

D04 自動解除付き倍幅拡大解除 く14〉 く20〉 1 9

ぐ
０ 描小文字指定 くOF〉 く15〉 1 9

う
乙

ハ
）

〔
ワ 縮小文字指定の解除 く12〉 く18〉 1 9

ESC十
″
W″キn 横倍拡大文字指定/解 除 くlB〉〈57〉 く27〉く87〉 1 9

FSキ
８

υ 縦書き指定 くlC〉く4A〉 く28〉〈74〉 2 1

FStt K″ 縦書き解除 く10〉く4B〉 く23〉く75〉 2 1

FS+″&″ 潔字モー ド指定 く10〉く26〉 く28〉〈38〉 2 2

FS十
″

漢字モー ド解除 く10〉く2E〉 く28〉く46〉 2 2

ESC十
″
0″ 改行幅 18ド ッ ト・20桁 指定 くlB〉く30〉 く27〉く48〉 2 3

ESCヤつ
こ 改行幅 16ド ット・22桁 指定 くlB〉く32) く27〉〈50) 2 3

ESC十
″
A″+n 改行幅nド ット指定 くlB〉く41〉 く27〉く65〉 2 3

Ｅ
Ｆ ラインフィー ド くOA〉 く10〉 2 3

CR キヤリッジリターン くOD〉 く13〉 2 4

CAN キャンセル く18〉 く24〉 2 4

DEL デリート 〈7F〉 く127〉 2 4

０
０

０
９ バックスペース く08〉 く08〉 2 4

ESC+″0″ リセットプリンタ くlB〉く40〉 く27〉く64〉 2 5

ESCヤ
″
k″+nl+n2やn3ヰn4* 単密度ビットイメージ ・7ス十 くlB〉く6B〉 く27〉く107〉 2 7

ESCや
″
1″+nl+n2+n3やn4ホ 倍密度ビットイメージ ・7ス十 くlB〉〈60〉 く27〉く108〉 2 7

ESCや
″
K″十nlヤn2      ネ 単密度ビッ トイメージ ・HEX くlB〉く4B〉 く27〉〈75〉 2 8

ESC■
″
L″やnlやn2      * 倍密度ビットイメージ ・HEX くlB〉く40〉 く27〉く76〉 2 8
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6.制 御 コー ド詳細仕様

6-1.キ ャラクターモードの制御コード

*:く XX>Hは 16進 、くXX>Dは 10進 表記です。

1)印字方向の指定

キヤラクターモー ド時の印字方向には、双方向ロジカルシークと単方向ロジカルシークがあ

ります。

・双方向ロジカルシーク  :前 行を印字後ヘッドが次行の左右どちらかの行端

まで最短距離で移動しそこから印字を開始します。
,単方向ロジカルシーク  :ヘ ッドが次行の行初まで移動し印字を開始します。

双方向ロジカル 単方向ロジカル

E S C + ″ U ' + n

E名 称 ]   印 字方向指定

Eコード]   <lB>H+<55>H+n ま たは く 27>D+く 85>D+n

E機 能 ] n=0で 双方向印字

n=1で 単方向印字

を指定します。
nは 下位1ビ ットのみ有効、上位7ビ ットは無視します。

100 LPRINT CltRS(鮒lB);″U″;OHRS(aHO);

110 LPRINT ″ABCDEFGHIJKLMNOPORSTUVWXYZ″

130 LPRINT CttRS(鮒lB);″U″;OHRS(aHl);

140 LPRINT 'ABCDEFGH IJKLMNOPORSTUVWXYZ″

150 END

上 B C E ! E F 8 H I 」 I こL M I ギO P Q R S T
I 」T W 工 丁 Z
A B C D E F G H I ゴ I こL  I V l ] ―イ8 P a R S T
U T W I T Z

[記述例]
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2)正倒立印字の設定

ESC十
″
1″+n

E名 称 ]   倒 立印字の設定/解 除

[コー ド]   く lB>H+く 49>H+n ま たは く 27>D+く 73>D+n

[機 能 ]   印 字の正立/倒 立を設定します。

n=0で 正立印字

n=1で 双方向倒立印字

n=2で 単方向倒立印字

を指定します。

倒立モー ドでのビットイメージモー ドの設定は無視されます。
nは 下位2ビ ットのみ有効、上位6ビ ットは無視します。

また、n=3も 無視されます。

ディップスィッチにより初期的に指定できます。

E記述例]

100 LPRlNT CHRS(8HlB);″|″;CHRS(&HO);

110 LPRINT ″ABCDE″

120 LPRINT CHRS(鮒lB);″i″;CHRS(鮒1);

130 LPRINT ″ABCDE″

140 END

1曳BI]正〕E

コd38V
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3)特殊キャラクタの設定

ESC十
'o'+n

[名 称 ]   特 殊キャラクタ選択

Eコー ド]   く lB>H+く 63>H+n ま たは <27>D+く 99>D+n

[機 能 ]   n=0で 普通文字、n=1で 特殊文字を指定します。

(nは 下位 1ビ ットのみ有効)

F 8 F 9 F A F B F C F D

ESC+″ c″+0 一Ｔ 市 区 町 村 人

ESC+″ c″+1 Σ Fr Ω π σ

[記述例]
100 LPRINT CHRS(&HlB);″c″iCHRS(0);

110 LPRINT CttRS(8HF8);OHRS(鮒F9):CIHRS(鮒Fn

120 LPRINT CllRS(鮒13);″c″;CHRS(1);

130 とPRlNT CHRS(&HF8);CHRS(&HF9)iCHR$(&HFA)

140 END

区

Ｈ

市

Ｅ
一Ｔ
土
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4)国際キャラクタの選択

12の 文字を、以下の 8種 の国際キャラクタのいずれかに指定 します。

機能選択スイッチにより初期設定されています。

ESCキ
'R″

+n

E名 称 ]   国 際キャラクタ指定

Eコード]   く lB>H+<52>Htt n ま たは く 27>D十 <82>Dtt n

E機 能 ]   n=0-― 日本     #S④ [¥]ハ
｀

【|}～
n〓 可――アメリカ   芋 S@E＼ ]^｀  ti}～
n=2-― ドイツ    辞 SSA09^｀ aoし β
n車 3-― イギリス   £ S@E＼ ]^｀  111～
n=4-― フランス   #Sa° cs^｀ ●B●

・・

n喜 5-― スペイン   RS④ iRι
^｀“

門】～

n=6-― イタリア   孝 S④
°
＼●

^uaOё
l

n=7-― スウェーデン #0と AOAU● a6と も

ディップスイッチにより初期的に指定できます。

[記述例]
100 LPRINT CHRS(3Hl B);″R″iCHRS(0)i

l10 LPRINT CHR$(&H73)iCHR$(&H70)iCHRS(&H7D)
120 LPRINT CHRS(&HlB)i″R″iCHRS(1)i

130 LPRINT CHRS(こH7B)iCHRS(&H70)iCHRS(&H7D)

140 LPRINT CHRS(&HlB):″R″iCHRS(2)i
150 LPRlNT CHRS(&H7B)iCHRS(&H7C)iCHRS(&H7D)
160 LPRlNT CHRS(&HlB)i″R″iCHRS(3)i

170 LPRlNT CHRS(&H7B);CHRS(&H70)iCHRS(&H7D)

180 LPRlNT CHRS(&HlB)i″R″iCHRS(4)i

190 LPRINT CHRS(&H7B)iCHRS(&H70)iCHR$(&H7D)

200 とPRINT CHRS(&HlB)i″R″iCHRS(5);

210 LPRINT CHRS(&H7B)iCHR3(&H70)iCHR3(&H7D)

220 LPRlNT CHRS(&H13)i″R″iCHRS(6)i

230 LPRINT CHRS(tH7B)iCHRS(8H70)iCHR$(&H7D)

240 LPRINT CHRS(&HlB)i″R″iCHRS(7)i
250 LPRINT CHRS(&H7B)iCHR$(&H7C)iCHRO(&H7D)
260 END

ヽ
！
―

”ｕ

ｌ

ヽ
】■
―

さ
Ｔ
ュ

‐
‐
‐
‐
一●

‐
‐

■ヽ

ｎヽ

０ヽ

【●

ｒｌ
ｌ

■
ユ
ー
ナ
〓
【
　

ユヽ
一ユ
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5)文字寸法の設定

文字寸法には、 1行 に20桁 印字できる普通文字の他に、横の ドッ トピッチを1/2にして 1行

に40桁 印字できる結小文字と、横寸法が普通文字の 2倍 で、1行に 10桁 の印字となる倍幅

拡大文字があります。

SO

E名 称 ]   自 動解除付き倍幅拡大指定

Eコードコ   <OE>H ま たは <14>D

[機 能 ]  以 後のデータが1行のみ倍幅拡大文字で印字されます。
D04コ LF・ CRま たはESC+W+0の 1-ドにより、倍幅拡大指定が
解除されます。

DC4

E名 称 ]   自 動解除付き倍幅拡大解除

[コー ド]   く 14>H ま たは <20>D

E機 能 ]   SOコ ードによる倍幅拡大指定を解除します。
ESC+W+1で 設定された拡大指定は解除されません。

S i

[名 称 ]  描 小文字指定

Eコー ド]  く OF>H ま たは く 15>D

[機 能 ]   以 後のデータが結小文字で印字されます。
DC2の ]―ド入力により、縮小指定が解除されます。
ディップスィッチにより初期的に結小指定することができます。

DC2

E名 称 ]  結 小文字指定の解除

[コー ド]   く 12>H ま たは く 18>D

[機 能 ]  描 小文字指定を解除します。

ESC+'W'■ n

[名 称 ]  倍 幅拡大文字指定/解 除

[コー ド]   く lB>H+く 57>H+n ま たは <27>D+く 87>D+n

E機 能 ヨ   倍 幅拡大文字指定または解除を行います。
n=1で 指定、n=oで 解除です。

(nは 下位 1ビ ットのみ有効)
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E記述例]
100 LPRINT

l10 LPRINT

120 LPRINT

130 LPRINT

140 LPRlNT

150 LPRINT

160 LPRlNT

170 LPRINT

180 とPRINT

190 LPRINT

200 LPRINT

210 LPRlNT

220 END

C8HRS(鮒E);
″
ABCDE″

CttRS(鮒14);
″
ABCDE″

CHRS(鮒F);
″
ABCDE"

CHRS(鮒12);
″
ABCDE″

CHRS(8HlB),″W″;OHRS(1);
″
ABCDE″

CHRS(鮒lB);″W″;OHRS(0);
″
ABCDE'

Ｃ
Ｅ
　
Ｅ
Ｃ
Ｅ

Ｂ
朗
Ｅ
聞
Ｂ
的

Ａ

鯉

ＡＢＣＤ

Ａ Ｂ

Ａ

Ａ Ｂ

D E

D E
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6)縦書き指定

FS十
'J″

[名 称 ]  縦 書き指定

[コー ド]   <lC>Hキ く4A>H ま たは く 28>D+<74>D

[機 能 ]  紙 書き印字の指定を行います。

FS+'K々

[名 称 コ   縦 書き解除

[コー ド]   く lC>H+く 4B>H ま たは <28>D+<75>D

E機 能 ]  縦 書き指定を解除します。

[記述例]
100 LPRlNT CHRS(&H10)i″J″;

110 LPRlNT ″ABCDE″

120 LPRINT CHRS(&HlC)i″K″;

130 LPRINT ″ABCDE″

140 END

< 田 o a 口
A B C D E

- 2 1 -



7)漠字モー ド指定

FS十
'&'

E名 称 ]   濃 字モード指定

Eコード]   <lC>H+<26>H ま たは く 28>D+く 38>D

E機 能 コ   漢 字モードを指定します。

F S 十
″
. '

E名 称 ]   漢 字モー ド解除

Eコー ド]   く lC>Hキ <2E>H ま たは く 28>D+く 46>D

[機 能 ]    漢 字モー ドを解除します。

[記述例]

100 LPRINT CHRS(&HlC);″&″;

110 LPRINT CttRS(こH34);OHRS(&H41);CHRS(&H3B)iOHRS(&H7A)

120 LPRINT CHRS(8H10);″.″;

130とPRINT CHRS(鮒34);CHRS(8H41);CHRS(8H3B);CHRS(&‖7A)
140 END

告十
Ａ
一

】渓
４

- 22 -



8)紙送 りの設定

ESCキ
'0'

[名 称 ]   改 行幅 18ド ット・20桁 指定

Eコー ド]   く lB>H+く 30>H ま たは <27>D+く 48>D

E機 能 ]   1行 を20桁 に設定し紙送りを18ド ット/ラ インで行います。
ディップスイッチにより初期的に指定ができます。

E S C キ
' 2 '

E名 称 ]   改 行幅16ド ット・22桁 指定

[コー ド]  く lB>H+<32>出  ま たは <27>D+く 50>D

E機 能 ]   1行 を22桁 に設定|ン紙送りを16ド ット/ラ インで行います。
同一行にビットイメージモードと混在した場合には、ビットイメージモー

ドが優先されます。
ビットイメージ終了後に設定しなおして下さい。
ディップスイッチにより初期的に指定ができます。

ESC+″ A'■ n

[名 称 ]   改 行幅nド ット指定

[コー ド]   く lB>H+く 41>Hキ n ま たは <27>D+<65>D+n

[機 能 ]   紙 送り量を1ド ット単位で設定し、nド ット/ラ インで行います。
0≦ n≦ 127

LF

E名 称 ]   ラ インフィー ド

Eコード]   く OA>H ま たは <10>D

E機 能 ]   プ リントパッフア内のデータの印字と紙送りをします。
データがないとき、または全データがスペースの場合には紙送りのみを行
います。

E記述例]
100 とPRINT CHRS(&HlB);″0″;
110 LPRINT ″AAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAA″
120 とPRINT CHRS(&HlB);″2″;
130 LPR‖NT "AAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAA″
140 LPRlNT CHRS(鮒lB);″A″;OHRS(50)i
150 LPRlNT ″ABCDE″
160 LPR!NT CttRS(8HlB);″A″;CHRS(16);
170 LPR!NT 'ABCDE″;
180 LPRlNT CHRS(&HA);
190 LPRlNT ″ABCDE″
200 END

A上 上上上A上 上 .七上上AAAttAAA上 上
AA
AAAA上 上AttA上 二AAAAttA… A

ABCDE

Ｅ
Ｅ

Ｄ
Ｄ

Ｃ
Ｃ

Ｂ
Ｂ

Ａ

Ａ
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9)印字指令

CR

E名 称 ]  キ ヤリッジリターン

[コー ド]   <OD>H ま たは <13>D

E機 能 ]   デ ータの印字を行います。
CRに 先行するデータがない時にはなにもしません、だだしデータ入力位

置は先頭になります。

10)データの消去

C A N

E名 称 ]   キ ャンセル

Eヨード]   く 18>H ま たは く 24>D

E機 能 ]   CANコ ードの入力により、データバッファ (行メモリ)内 をクリアします。

機能コードは有効です。

DEL

[名 称 ]   デ リー ト

Eコー ド]   <7F>H ま たは く 127>D

E機 能 ]   デ ータバッファ内の最終データを消去します。

11)重ね打ち

BS

[名 称 ]   バ ックスペース

Eコード]   <08>H ま たは く 08>D

E機 能 コ   BSに 先行するデータを印字後、一文字分ヘッドを戻してから、その後の
データを印字します。重ね打ち等に使用します。

- 24 -



12)リセッ ト

ESC十
'@″

[名 称 ]   リ セッ トプリンタ

Eコー ド]   <lB>H+く 40>H ま たは く 27>D+く 64>D

E機 能 ]   プ リンタをイニシヤライズします。

E記述例]
100 とPRINT ″ABC″i

l10とPRINT CHRS(8HD);

120 LPRINT ″DEF″

130 LPRINT″ABCDE″i034RS(鮒18)

140 LPRINT ″ABCDE″

150 LPRINT″ABCDE″;CltRS(鮒7F)

160とPRINT″ABCDE″iCllRS(鮒8);″ABCDE″

170 LPRINT CHRS(8HlB);″0″

180 END

出 B ぼ

A B C D E
A B C D
A B C D 工 B C D E
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6-2.ビ ットイメージモー ドの制御コー ド

ビットイメージモー ドでは、プリントヘッドの 16の ドットを使い2バ イ ト単位のデータを

ビットイメージとして印字します。

イメージデータとヘットドットの対応は、以下のようになります。

データ1バ イトロ データ2バ イトロ

(上)
卜
・
リト1

ドリト2
ドット3
ドット4
ドット5
ドゥト6
ドット7
卜
・
ット8

ドット9
ドット1 0
卜
・
ット1 1

ドゥト1 2
ドット1 3
ドゥト1 4
ドゥト1 5
ドット1 6
(下)

データ1バ イ ト目とデータ2バ イ トロの、2,| イヽドを11デ■夕とカーウ|ントしま|すよ|

ビットイメージモー ドでは、次の動作モー ドに固定されます。

・印字方向は、パネル正面から見て常に右から左への単方向印字
・改行幅  16ド ット
ロ行22桁 印字モー ド

ビットイメージモー ドが終了しても、動作モー ドは変更されませんので、モー ドを変更した

い場合は再設定して下さい。

また、ビットイメージモー ドは1行のみ有効で、次行に連続して使用出来ません。

1行 ごとに設定して下さい。 設 定データが 1行 を越えた場合は、越えた分のデータは無視さ

れ何も印字しません。

ビットイメージモー ドに設定する前にバッファ内に印字データがあった場合は、ビットイメ
ージの動作モー ドで印字されます。

単密度ビットイメージ => 普 通文字印字モー ドと同じ

倍密度ビットイメージ ヨ > 縮 小文字印字モードと同じ

倍密度で奇数のデータ数が指定された場合、最後に1ド ット分の空白が自動挿入されます。
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1)アスキーコー ドによるデータ設定モー ド

ESC+'k'■ nl+n2+n3+n4

E名 称 ]   単 密度ビットイメージ

Eコー ド]   <lB>H+<6B>H+nl+n2+n3+n4
または

<27>D+く 107>D+nl+n2+n3キ n4

ESC+'2'■ nl+n2+n3+n4

E名 称 ]   倍 密度ビットイメージ

Eコー ド]   く lB>H+<6C>H+nl+n2+n3+n4
または

く27>D+<108>D+nl+n2+n3+n4

[機 能 ]
nl,n2・n3・n4でデータ数を指定します。 nl,n2,n3,n4数値はASCコ ードで表し

nlが1000の桁
n2が 100の桁      10進 データ    0  ～    9
n3が 10の桁      ア スキーデータ く 30>H ～  <39>H
n4が 1の 桁

となります。 必 ず4桁の整数で設定して下さい、データ設定桁が多かつたり少なかつたり
すると正常に印字されません。
また、数値以外のアスキーデータが設定された場合は0に設定されます。

データ設定例
データ数157の 場合  (0157)

lB+6B+30+31+35+37+・ ・・・・・・・・||● ●●●●●

4桁 の整数      (157X2=314)個 のデータ

データ設定の悪い例
01AB = デ ータが整数でない
023  = 4桁 でない

*:整 数以外のデータはすべて0に 書き換えられます。

データ数は最大 1024ま で指定可能ですが、1行 に印字できるデータ数は、
単密度モー ドで360デ ータ 、  倍 密度モー ドで720デ ータです。

[記述例]
100 とPRINT CHRS(8H13),″k″;″0100″;
110 FOR i=l T0 100
120 LPRINT ttRS(aHAB);CHRS(8HCD);
130 NEXT ‖
140 LPRINT CltRS(鮒内
150 LPRINT CtHRS(鮒lB);″ド;″0100″;
160 FOR l=l T0 100

170 LPRINT ttR$(鮒AB)iCHRS(鮒OD);
180 NEXT l
190 END

寺
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2)ダイレク トデータによるデータ設定モー ド

ESC+'K'■ nl+n2

E名 称 ]  単 密度ビットイメージ

Eコー ド]   く lB>H+く 4B>‖ +nl+n2

または
く27>D+く 75>D+nl+n2

E S C + イ L ″+ n l + n 2

[名 称 ]

[コー ド]

倍密度ビットイメージ

<lB>H+<4C>H+nl+n2

または

く27>D+く 76>D+nl+n2

nl(下 位)

[機 能 ]
nl・n2でデータ数を指定します。

n2(上 位)

nl・n2は 16進 数 (HEX)で 表 し

nlが下位桁
n2が上位桁

となります。 n2は 下位2ビ ットのみ有効で、上位6ビ ットは無視されます。
データ数は最大1023(3FF)ま で指定可能ですが、1行 に印字できるデータ数は、

単密度モードで360デ ータ
倍密度モードで720デ ータ

です。

[記述例]
100 LPRINT CIHRS(8HlB)i″K″;CHRS(8H64);CHRS(&HO);

110 FOR !=l T0 100

120 LPRINT ttRS(3HAA);OHRS(&HFF);

130 NEXT ‖
140 LPR!NT CHRS(aHA)
150とPRINT CIHRS(8HlB);″L″;CHRS(8H64);OHRS(&HO);
160 FOR I=l T0 100
170 LPRINT CPRS(鮒AA)iCtHRS(aHFF);
180 NEXT ‖
190 END

―

一

Ｍ

Ｓ

Ｂ

Ｌ

Ｓ

Ｂ
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【
一
【
【

× E 貯 R 皿 世 へ 辞 1ト ほ 凶 と 卒 く 擦

０
一
一
【

⊥
‖ T ヽ Z / L ● つ ◆ お ● 〇 ＼ /

【
Ｏ
【
一

/// ヽ ム 中 挙 ft 品 1ト ふ ハ ふ B ふ ヽ

０
一
【
】

ヽ ふ ハ !ト た 小 X や ヽ 出 ト て 格 レ

【
一
０
一

| ト や ふ H 末 R 杵 ふ ふ 「l 小 ヽ 氏 料 ヽ

０
一
０
一

【
０
一
一

t4 ト T
上 | | L

「
」

¬ ′ ヽ

０
一
０
一

| i
日

Ｅ
■
ロ E ■ ■ ■ ‐ ■ ■ ■ +

【
一
一
〇

a 0 ヨ ) ま X ふ ! ０
い
０

〇
【　一
〇

0 0 0 O 的 至 E E O

【
一
【
０

は ● α ∽ 仲 D > > X カ N 朴 |

０
〇
一
〇

③ く 的 O Q ロ “ 0 エ 貿 回 Σ Z ○

【
一
０
一

V ‖ A

０
一
〇
〇

凛 ヽ

【
０
０
０

い
０
０

Ｗ
０
０

Ｚ
く
０

〇
∽
ω

〇
〇
〇
〇

∽
白

〇

畢

た

〇
〇
〇
〇

一
〇
一
〇

０
一
０
一

【
【
一
〇

０
一
【
〇

【
〇
一
〇

〇
【
【
〇

一
一
一
一

０
一
〇
一

【
一
０
一

０
【
〇
一

【
一
〇
一

〇
〇
一
一

一
〇
一
【

一
一
二

一
一
三

7.デ ータコー ド表

。
■

村

め

に

お

“

―

用
ミ

Ｉ

Ｂ

た

ヽ

用

出

電

岡
― ―
日

田
　

。
■

革

点

拘
黙

難

空

“

―

局
捕

投

無
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8 .漢 字ヨー ド表について

漢字コー ド表は、別途に用意してありますのでご要求下さい。

1)漠字コー ド表の見方について

漠字を印字する場合には、FS+&コ ー ドの入力によって、漢宇モー ドに変換したあと、印字

する漠字のコー ドを漢字コー ド表から探して入力します。

漠字コー ド表では、第―水準の漢字は音読みで 「あいうえおJ順 に並んでいます。また、第二

水準の漢字は 「へん」および 「つくり」によって区分されています。

例 :「亜」という漢字を漢字コード表から探し出します。
まず 『亜」という漢字を漠字コード表から探し出します。

「王」の文字の左をたどると、

16進・…・…・・30-20

10進…・・・・・・48-32

という数字があります。これは、ハイフン (―)の 左が上位バイト、右が下位バイトを表わし
ています。

30    -    20              48    -    32

上位バイト 下 位バイ ト   上 位バイ ト 下 位バイ ト

また、 「霊」という文字を上にたどつてみてください。

16進………・・1

10進………・・1

という数字があります。これを左側の数字の下位バイ トに足してください。

16進・・…・",30-21

上位 下 位

10進………・・ 43-33

上位 下 位

これが 「亜」のコー ドとなります。印字する場合は、上位バイ ト、下位バイ トの順に入力して

ください。

lA_St

0 り 2 3 4 5 6 7 8 9  A B C D E F

10進 0 畿 2 3 4 5 6 7 8 9 1 0 1 1 1 2 1 3 1 4 1 5

ア

渥

或

握

鮎

悪

綾

穐

絢

茜

描

薬

虻

逢

姐

杏

始

宛

鞍

挨

扱

間

愛

斡

楽

裏

圧

暗

阿

梓

接

娃

鰺

庵

唖

芦

安

襲

車

給

旭

粟

30-30

30-40

48

48-64

-48
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お手入れのしかた

プリンタの表面が汚れたときは、柔らかい布で乾拭きしてください。
かい布を中性洗剤を少し入れた水に浸し、よく絞つてから拭きます。

さい。

汚れがひどいときは柔ら

その後、乾拭きしてくだ

O
☆

//

プリンタの内部は絶対に水などで濡らさ
ないでください。

シンナー、ベンジンなどの揮発性の薬品は
プラステックを傷めますので使用しないで
ください。
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仕様

1 .一 般仕様

1-1.プ リンタ仕様

1)印字方式   :  感 熱シリアル ドッ ト方式

2)印字ヘッ ド :  縦 16ド ッ トサーマルヘッド

3)印字方向
・キヤラクタ印字―――一―双方向ロジカルシーク
・グラフィック印字――――単方向ノーマルシーク

4)印字桁 ・文字構成 ・文字寸法
・縮小文字   : 40桁  16X16ド ットマ トリックス 2.76Xl.38m
・普通文字   : 20桁  16X16ド ットマ トリックス 2,76X2.76「ln
・倍幅拡大文字  : 10桁  16X32ド ットマ トリックス 2.76X5.54m

5)Ep字幅     :    6 3rm

6)印字速度  :  18キ ャラクタ/sec(約 1.2 sec/行 .…普通文字)

7)文字種類
・JtS―C6220準拠+特 種ポタウ等   256種
・JIS算―水準漢字       2965種
・JiS第二水準漠字       3384程
・JiS第一水準非漢字       504種

8)データ入力制御方式 : 簡 易セントロニクス準拠

9)印字モー ド
・キヤラクタモー ド (20桁 印字)

キヤラクタ   16X16ド ットマ トリックス (2.76X2.76mm)
行間スペース  2ド ット (設定可変)
文字間スペース 2ド ット (0。3511n)

・ビットイメージモー ド (グラフィックモー ド)
単密度ビットイメージ  16X360ド ット/行
倍密度ビットイメージ  16X720ド ット/行

10)動作電圧範囲   :5V± 10%  3A[最 大]
(注)電 圧は電源コネクタの端子電圧。

11)消費電流
・待機時    1 0 0mA以 下
・印字時    平 均  0.8A(ピ ーク値 3A)

12)外形寸法  :  151.50X79,5佃 )X122(D)(闘 )(本 体)

13)重量    :  0。 9 kg (本 体 ■ 本体固定金具 +ロ ール紙)

1-2.環 境条件

1)動作周囲温度 :  0～ +50℃

2)保存温度   :-20～ +60℃

3)動作 ・保存湿度 : 35～  85%RH(結 露なきこと)
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2 .イ ンター フ ェー ス仕 様

2-1.基 本構成

μTP-80FKは 、コンピュータまたはその他の装置からのパラレル信号により文字または
指定図形等を印字します。

・プログラムROM・ データメモリ
・キヤラクタジェネレータ
・ヘッドコントロール
・モータコントロール
・その他信号系のコン トロール

S T B

DATAO～ 7

B U S Y

A C K

P E O U T

E R R O R

F E E D

S E L  i N

S E L  O U T

R S T

ブ リンタ

― ブ ロック国 ―

2-2.デ ータの入力方法

1)入力方法

2)入カコー ド

3)入カデータ制御

8ビ ットパラレル

キヤラクタコード表による

ストローブ入力とレディ出力 (及びアク
よるハンドシェーク

ノレッジ出力)に

サーマルヘッ ド

ヘ ツ ド送 リモー タ

紙送 リモータ

ホームポジション

ヘツド

ドライブ回路

ヘッ ドモータ

ドライブ回路

縦送 リモータ

ドライブ回路

電圧検出

リセッ ト回路

紙無 し検出回路

- 33 -



2-3.入 出力信号

2-3-1.入出力用コネクタ端子配列

3 3

□ □ □ 一一一―一一一□ E コロ

□ □ □ ―一一一―――□ □ □

・使用コネクタプラグ :4234-0001LCSC(住友スリーエム)

・適合コネクタツケット:HIF3BA-34D-2.54R(ヒロセ)

(信号名は Active Low)

端子番号 信 号  名 方 向 機
ム
ロ

STROBE 入 力 データ取 り込み指令信号

３

５

７

９

＝

‐３

‐５

‐７

０

１

２

３

４

５

６

７

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ｔ

Ｔ

Ｔ

Ｔ

Ｔ

Ｔ

Ｔ

Ｔ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

入 力 8ビ ット・パラレル ・データ信号

ACK 出力 データ処理終了信号

（
Ｖ SEと  lN 入 力 オン/オ フラインの切り換え信号

BUSY 出 力 データ受け付けの不可信号

●
乙

０
こ SEL OUT 出力 オンライン状態信号

う
０

●
４ P E 出力 紙切れ信号

24 FEED 入 力 紙送 り信号

Ｅ
Ｖ ERROR 出力 エラー信号

会
Ｖ

●
４ RST 入 力 リセット信号

４

８

１２

‐６

２

６

１０

１４

‐８

R・ GND 入 力 信号グランド

つ
こ Vcc(+5V) 入 力 回路用電源

ｎ
Ｖ

う
４

８

０

２

３ Vp(や 5V) 入 力 プリンタ用電源

31 ・32
33・34 GND 入力 電源グランド
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2-3-2.入出力用端子機能説明

1)STROBE― ―――ストローブ
・8ビ ットパラレルデータを読み込む為の指令信号でストローブ信号の立ち下がりに同期

して、プリンタはホスト側からデータを取り込みます。
・ホスト側は、ストローブ信号を発する場合、必ずビジー信号が、 “Low"レ ベルにな
つていることを確認してから行つて下さい。ビジー信号が

“
High"レ ベルの時にス

トロープ信号を立ち下げても無視されます。
・ストローブ信号の解除 (立ち上げ)は 、ビジー信号が

“
High"に なつたのを確認し

てから行つて下さい。

2)DATAO～ 7-― ―入カデータ
・8ビ ットパラレル信号でホストより入力します。
・正論理信号で、ストローブ信号の立ち下がりに同期してデータバッファに読み込まれま

す。

3)BUSY― ―一―――ビジー

・データの受け付けが可能か否かを示す信号で、受け付け可能時には、 “Low"を 出力
します。

・データ受信時は、ストローブ信号の立ち下がりに同期して
“
High"と なり処理が終

了するまで
“
High"を 出力し続け、データの受け付けが不可能なことを示します。

4)ACK一 ―一――――アクノリッジ
・データ入力終了認知信号です。

5)PE― ―――――――ペーパーェンプティ
・紙が無くなると (ヘッド部分から残りが約 30「llnになると)“ High"に なり紙切れを
知らせます。

・PE信 号が
“
High"と なると、データ受信をストップしォフラインとなります。

※紙をセットしSEL入 力をONに してオンライン状態にしないとデータの受け付けが
開始されません。

6)ERROR― ――――エラー

・インターフェースがエラー状態になつていることを示します。
・エラーを解除するにはリセットするか、電源をOFFに してください。

7)SEL lN― ―――セレクト イ ン
・インターフェースをオンラインかまたはオフライン状態にします。
・オンラインはデータの受け付けを可能にし、オフラインはデータが受け付けられなくな
りFEED入 力が有効になります。

8)SEL OUT― ――セレクトアウト
・オンライン状態の時に出力が

“
High"に なります。

9)FEED― ―――フィー ド
・オフライン状態の時に紙送りができます。
・紙を交換する時に使用します。 (紙無じの状態で FEED信号を入力すると連続フィード
となります。もう一度信号を入力すると止まります。)

10)RST― ――――リセット
・プリンタを初期化する信号で、200μ s以上の

“
Low"レ ベルを保持する必要があ

ります。
・初期化により、入力されたデータはすべてクリアされます。
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2-4.デ ータタイミング

D A T A

S T R O S E

B U S Y

A C K

Tl

T 2

T 3

T 4

T 5

T 6

2-5.入 出力信号条件

1)入力

STROBE

DATA

FEED

STROBEに対するDATAのセッ トアップ時間

STROBEパルス幅

STROBE立下 りからのDATA保持時間

BUSY時間 (印字中の時間を除く)
ACKの立下りからBUSYの立上りまでの時間
BUSYの立下りからACKの立上りまでの時間

7 4 H C 1 4

7 4 H C 1 4

0.5/rs (min)

0.5μ s (min)

0.5μ s (min)

100～800μ s

7.5μ s (TYP)

2.5″ s (TYP)

1 ″0.

再

一ＲＳＴ
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SEL IN

(注)Fanin、Fanoutはすべて 「1」にし、

抵抗を設置することを推奨します。

5 ,  l K Q

3 K Q

再
o . l μ   7 4 H C 1 4

7 4 L S 0 7

ホス ト側には74LS相 当品を接続し最終端にプルアップ

2 ) 出力

BUSY

ACK

PE

ERROR

SEL OUT
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オプション (男u販売品です)

1)感熱紙 P-30-25(専 用紙型名)

・紙幅 : 80mm
・長さ :  2 5 m

10巻 単位で販売致します。

※サーマル紙は専用紙 (P-80-25)を ご使用ください。
指定以外の用紙をご使用になつた場合、印字品質やサーマルヘッドの寿命を保証でき
ない場合があります。指定以外での用紙をご使用の場合は、 トラブル発生にご注意く
ださい。

2)PK-1(ケ ーブル1) [長 さ5 0 0mm]

コネクタ :  H i F 3 8 A - 3 4 D - 2 . 5 4 R  (ヒロセ)

3 ) P K - 2 (ケ ーブル2 )  [長 さ5 0 0Π冊]

コネクタ : H I F 3 B A - 3 4 D - 2 . 5 4 R  (ヒロセ)

4) P K - 3 (ケ ーブル3) E長 さ500冊m]

・コネクタA
・コネクタB

HiF3BA-34D-2.54R(とロセ)

57F-40360 (DDK).… .フラットケーブル用

圧接コネクター
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